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（
詳
細
は
六
面
に
掲
載
）

令
和
七
年

新
春
ご
祈
祷

前
申
込
受
付
中

　

当
社
は
犬
山
で
「
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
」

「
博
物
館
明
治
村
（
収
益
部
門
）」「
野
外
民
族

博
物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
元
々
、
名
古
屋
鉄
道
が
「
地
域

文
化
へ
の
貢
献
」
を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
、
21
年
前
、
当
社
が
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
開
業
し
て
64
年
、
59
年
、
41
年
が

経
過
し
、
本
当
に
長
い
間
、
沢
山
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
営
業
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
間
、
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
デ
ジ
タ
ル
の
進
化
は
凄
ま
じ
く
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
あ
れ
ば
、
時
間
や
場
所
を

問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
取
得
で
き
、
誰
と

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
ゲ
ー
ム

や
音
楽
、
は
た
ま
た
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
も
楽
し

め
る
た
め
、
当
社
の
よ
う
な
時
間
や
場
所
に
制

約
を
持
つ
リ
ア
ル
施
設
に
と
っ
て
大
変
脅
威
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
不
可
逆
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
な
か
、

今
後
、
リ
ア
ル
施
設
は
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　

明
治
村
で
は
毎
春
、
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
家
族
や
友
人
グ
ル
ー
プ
が

車
座
に
な
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
謎
に
向

き
合
い
、「
こ
ん
な
に
家
族
で
一
致
団
結
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
」「
友
人
と
知
恵
を
絞
り
合

い
、
コ
ン
プ
リ
ー
ト
し
ま
し
た
」
と
い
っ
た
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
に
よ
っ
て
便
利
に
な
る
反
面
、

様
々
な
も
の
が
希
薄
化
す
る
昨
今
、
五
感
を

使
っ
て
、
家
族
や
友
人
と
楽
し
む
リ
ア
ル
施
設

は
、
記
憶
に
残
る
楽
し
い
思
い
出
や
人
に
伝
え

た
く
な
る
出
来
事
に
繋
が
る
場
と
し
て
、
私
は

逆
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
不
易
流
行
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
概
念
は
、
変
わ
ら
な
い
基
盤
と
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
組
み
合
わ
せ
て
、
持
続
的
な
成
長
や

創
造
性
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　

当
社
も
こ
の
精
神
に
則
り
、
開
業
時
の
目
的

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
基
盤
と
な
る
そ
の
独
自

性
や
お
客
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
と
の
融
合
を
図
っ
て
い
く
こ

と
で
、
今
後
も
皆
さ
ま
に
必
要
と
さ
れ
る
施
設

作
り
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
犬
山
の
面
と
し

て
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
一
層

の
ご
愛
顧
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

不
易
流
行

鷲

見

勝
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開
創
七
十
一
周
年
記
念
大
法
要
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祭
文
を
奉
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岸
田
照
泰
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一
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て
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伏
し
て
惟
る
に
大
聖
不
動
明
王
者
、
慈
悲
を
内
心
に
秘
し
て
忿
怒
を
外
相
に
仮

り
、
奴
僕
の
相
を
現
じ
て
は
行
人
の
傍
を
離
れ
ず
、
常
に
加
護
を
垂
れ
災
障
を
除

き
勝
計
を
廻
ら
し
利
生
の
益
を
施
す
霊
尊
な
り
。

　

是
を
以
て
大
本
山
成
田
山
御
本
尊
不
動
明
王
は
、
人
皇
第
五
十
二
代
嵯
峨
天
皇

の
勅
願
に
よ
り
弘
法
大
師
一
刀
三
礼
敬
刻
開
眼
し
給
え
る
御
尊
像
な
り
。
其
れ
よ

り
降
て
凡
そ
百
三
十
年
、
第
六
十
一
代
朱
雀
天
皇
の
密
勅
に
よ
り
開
山
寛
朝
大
僧

正
大
霊
験
発
光
以
来
、
茲
に
一
千
八
十
有
余
年
、
愈
々
其
の
光
を
増
し
十
方
有
縁

の
信
徒
踵
を
接
し
て
群
参
し
、
護
摩
供
の
香
煙
絶
ゆ
る
こ
と
無
し
。

　

顧
み
れ
ば
夫
れ
成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺
は
、
昭
和
二
十
八
年
、
当
地
篤
信

各
位
の
熱
誠
に
応
え
、
景
勝
の
地
た
る
犬
山
白
山
平
を
寺
域
と
定
め
堂
宇
を
建
立

し
成
田
山
御
本
尊
御
分
霊
を
勧
請
し
て
開
創
せ
り
。
爾
来
、
法
灯
茲
に
七
十
一
年

の
星
霜
を
重
ね
、
今
や
中
京
鎮
護
不
動
尊
信
仰
の
一
大
霊
場
と
し
て
確
固
た
る
隆

盛
を
見
る
に
至
る
。

　

是
れ
偏
に
、
御
本
尊
明
王
の
霊
験
加
護
と
謂
う
と
雖
も
、
総
代
並
び
に
熱
誠
信

徒
各
位
の
絶
大
な
る
外
護
信
援
無
く
ん
ば
、
安
ぞ
能
く
斯
く
の
如
く
成
ら
ん
乎
。

嗚
呼
、
法
幸
無
量
、
誠
に
感
謝
に
堪
え
ざ
る
処
な
り
。

　

然
れ
ば
本
日
の
吉
辰
を
卜
し
、
謹
ん
で
香
華
を
供
え
潔
く
斉
莚
を
荘
厳
し
、
開

創
七
十
一
周
年
記
念
特
別
大
護
摩
供
を
奉
修
し
、
以
て
天
下
泰
平　

国
土
安
穏　

信
徒
安
全　

交
通
安
全　

災
害
被
災
地
復
旧
復
興
を
祈
念
し
奉
る

　

観
れ
ば
夫
れ　

幡
蓋
金
風
に
翻
て
十
方
信
徒
影
向
を
覚
え
、
聴
け
ば
夫
れ
梵
音

空
に
響
き
景
趣
既
に
法
会
に
契
当
せ
り
。
感
応
何
ぞ
唐
捐
な
ら
ん
乎
。

　

仰
ぎ
冀
く
は
御
本
尊
不
動
明
王
、
願
主
が
熱
祷
を
哀
愍
納
受
し
、
速
や
か
に
明

王
護
念
の
加
被
力
を
廻
し
て
加
持
感
応
、
霊
験
加
護
を
垂
れ
給
わ
ん
こ
と
を
。

　
　

乃
至
法
界　

平
等
利
益

　

維
時
令
和
六
年
十
一
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
貫
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
僧
正　

照　

泰　
　

敬
白

祭
　
　
文

成
田
山
名
古
屋
別
院

開
創
七
十
一
周
年
記
念
大
祭

成
田
山
名
古
屋
別
院

開
創
六
十
七
周
年
記
念
大
祭

　

十
一
月
二
日
、
三
日
の
両
日
、

開
創
七
十
一
周
年
記
念
大
祭
が
奉

修
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
午
前
十
時
よ
り
大
師
堂
に

お
い
て
、
宗
祖
弘
法
大
師
報
恩
法

要
が
厳
修
さ
れ
、
続
い
て
出
世
稲

荷
堂
に
お
い
て
法
楽
が
営
ま
れ
ま

し
た
。

　

同
日
午
前
十
一
時
の
大
護
摩
供

に
お
い
て
、
日
本
生
花
司
松
月
堂

古
流
尾
張
支
部
に
よ
り
献
華
式
が

執
り
行
わ
れ
、
古
式
に
則
っ
た
作

法
に
よ
り
ご
本
尊
宝
前
に
献
華
さ

れ
ま
し
た
。
茶
室
若
水
庵
で
は
記

念
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
日
九
時
、
十
一
時
、
十
三
時
、

十
五
時
よ
り
記
念
大
護
摩
供
が
本

堂
に
て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

十
一
時
か
ら
の
記
念
大
法
要
特
別

大
護
摩
供
で
は
、
天
下
泰
平
、
国

土
安
穏
、
信
徒
安
全
、

交
通
安
全
、
並
び
に

災
害
被
災
地
復
旧
復

興
が
願
意
に
掲
げ
ら

れ
、
大
本
山
成
田
山

新
勝
寺
貫
首
岸
田
照

泰
大
導
師
に
よ
り
熱

祷
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
堂
は
成
田
山
索

の
会
会
員
、
講
社
講

員
な
ど
大
勢
の
篤

信
、
特
縁
の
方
々
ら

に
よ
り
埋
め
つ
く
さ

れ
、
真
言
宗
智
山
派

別
格
本
山
大
須
観
音

寶
生
院
貫
主
岡
部
快

圓
大
僧
正
ご
名
代
岡
部
快
雅
僧
正

様
、
真
言
宗
智
山
派
東
海
教
区
教

区
長
佐
伯
光
瑞
僧
正
様
、
継
鹿
尾

山
寂
光
院
山
主
松
平
實
胤
僧
正

様
、
成
田
山
大
阪
別
院
主
監
金
剛

照
祐
僧
正
様
、
成
田
山
川
越
別
院

主
監
樋
口
照
喜
僧
正
様
、
成
田
山

福
井
別
院
主
監
鴇
田
照
新
僧
正

様
、
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
庶
務

部
長
鈴
木
照
乗
僧
正
様
、
成
田
山

萬
福
院
住
職
竹
島
照
般
僧
正
様
を

始
め
、
教
区
内
各
山
諸
大
徳
、
大

本
山
成
田
山
新
勝
寺
及
び
大
阪
別

院
、
川
越
別
院
、
福
井
別
院
よ
り

ご
随
喜
ご
助
法
を
賜
り
、
記
念
大

法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。【
写

真
上
】

　

記
念
大
法
要
に
は
来
賓
と
し

て
、
信
徒
総
代
福
玉
精
穀
倉
庫
株

式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
社
本
宮

明
様
、
豊
島
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
豊
島
半
七
様
、
名
古
屋
鉄

道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
髙

﨑
裕
樹
様
、
株
式
会
社
Ｔ
Ｙ
Ｋ
代

表
取
締
役
会
長
牛
込
進
様
、
参
議

院
議
員
藤
川
政
人
様
、
愛
知
県
議

会
議
員
村
瀬
正
臣
様
、
愛
知
県
議

会
議
員
中
村
貴
文
様
、
犬
山
市
長

原 

欣
伸
様
が
ご
参
列
さ
れ
ま
し

た
。

　

記
念
大
法
要
後
、
引
き
続
き
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先

ず
信
徒
総
代
髙
﨑
裕
樹
様
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
小
豆
畑
主

監
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
信
徒
会
館
ホ
ー

ル
に
お
い
て
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
動
車
交
通
安
全
祈
祷
殿
屋
上

に
お
い
て
は
、
三
日
午
前
九
時
の

大
護
摩
供
後
、
八
方
宝
剣
法
要
が

営
ま
れ
、
宝
剣
を
奉
納
さ
れ
た
名

古
屋
鉄
道
株
式
会
社
の
代
表
者
が

ご
参
列
さ
れ
、同
社
の
社
運
隆
昌
、

交
通
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

【
写
真
右
】

開
創
七
十
一
周
年
記
念
大
祭

盛
儀
に
奉
修

八
方
宝
剣
法
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
大
法
要
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大
本
山
成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺
開

創
七
十
一
周
年
記
念
大
祭
に
あ
た
り
、
信

徒
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
お
祝
い
の

言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

菊
花
薫
る
今
日
の
良
き
日
、
大
本
山
成

田
山
新
勝
寺
貫
首 

名
古
屋
別
院
大
聖
寺

住
職
の
岸
田
照
泰
大
僧
正
ご
親
修
の
も

と
、
開
創
七
十
一
周
年
記
念
大
祭
大
法
要

が
盛
儀
に
奉
修
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
別
院
は
、
多
く
の
ご
信
徒
皆
様
の
熱

誠
と
ご
信
援
に
よ
り
、
昭
和
二
十
八
年

十
一
月
三
日
、
景
勝
の
地 

犬
山
に
、
大

本
山
成
田
山
新
勝
寺
よ
り
、
ご
本
尊
不
動

明
王
尊
を
勧
請
し
て
か
ら
七
十
一
年
の
星

霜
を
経
て
、
本
日
の
開
創
記
念
大
祭
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
慶
ば
し
い
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
に
は
当
名
古
屋
別
院
主
監

に
小
豆
畑
照
観
僧
正
が
ご
就
任
を
な
さ

れ
、
今
後
益
々
の
ご
隆
盛
を
極
め
る
事
と

存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
移
り
ゆ
く
生
活
環
境
の
中
で
は

人
々
が
交
流
し
楽
し
む
様
子
を
俯
瞰
し
、

体
感
で
き
る
空
間
や
施
設
が
必
要
か
と
存

じ
ま
す
。
私
ど
も
を
と
り
ま
く
目
ま
ぐ
る

し
い
世
界
情
勢
を
は
じ
め
、
自
然
災
害
な

ど
心
配
事
の
多
い
中
、
当
別
院
に
は
開
創

以
来
絶
え
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
ご
信
徒

が
心
の
平
安
や
、
現
世
の
ご
加
護
と
ご
利

益
を
求
め
て
参
拝
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に

成
田
山
名
古
屋
別
院
が
発
展
の
変
遷
を
遂

げ
な
が
ら
も
、
東
海
不
動
尊
信
仰
の
一
大

霊
場
と
し
て
威
容
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
私
ど
も
信
徒
の
心
の
拠
り
所
と
し

て
こ
の
上
な
い
歓
び
で
御
座
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
不
動
明
王
尊
の

ご
加
護
の
も
と
、
成
田
山
名
古
屋
別
院
大

聖
寺
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
隆
昌
を
願
う

と
と
も
に
、
ご
信
徒
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。

名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺
信
徒
総
代

髙

﨑

裕

樹

祝

辞

　

一
言
御
礼
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
日
の
風
雨
が
法
雨
と
な
り
境
内
が

浄
め
ら
れ
、
瑞
気
満
ち
あ
ふ
れ
る
本
日
の

佳
き
日
、
こ
こ
に
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

貫
首
・
岸
田
照
泰
大
僧
正
ご
親
修
の
も
と
、

大
勢
の
ご
信
徒
皆
様
と
共
に
、
名
古
屋
別

院
の
開
創
七
十
一
周
年
記
念
大
祭
を
奉
修

い
た
し
ま
し
た
る
と
こ
ろ
、
ご
信
徒
皆
様

方
に
は
、
公
私
何
か
と
ご
多
繁
の
折
に
も

関
わ
ら
ず
、
当
山
信
徒
総
代
名
古
屋
鉄
道

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

髙
﨑
裕
樹

様
、
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
代
表
取
締

役
会
長
社
本
宮
明
様
、
豊
島
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
豊
島
半
七
様
、
株
式
会
社

Ｔ
Ｙ
Ｋ
代
表
取
締
役
会
長
牛
込
進
様
、
参

議
院
議
員
藤
川
政
人
様
、
愛
知
県
議
会
議

員
村
瀬
正
臣
様
、
愛
知
県
議
会
議
員
中
村

貴
文
様
、
犬
山
市
長
原
欣
伸 

様
、
並
び

に
特
縁
、
篤
信
各
位
、
成
田
山
索
の
会
々

員
各
位
、
成
田
山
各
講
社
、
講
員
各
位
を

始
め
大
勢
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
殊
に

は
真
言
宗
智
山
派
別
格
本
山
大
須
観
音
寶

生
院
貫
主
岡
部
快
圓
大
僧
正
ご
名
代
岡
部

快
雅
僧
正
様
、
真
言
宗
智
山
派
東
海
教
区

教
区
長
佐
伯
光
瑞
僧
正
様
、
継
鹿
尾
山
寂

光
院
山
主
松
平
實
胤
僧
正
様
、
成
田
山
大

阪
別
院
主
監
金
剛
照
祐
僧
正
様
、
成
田
山

川
越
別
院
主
監
樋
口
照
喜
僧
正
様
、
成
田

山
福
井
別
院
主
監
鴇
田
照
新
僧
正
様
、
大

本
山
成
田
山
新
勝
寺
庶
務
部
長
鈴
木
照
乗

僧
正
様
、
成
田
山
萬
福
院
住
職
竹
島
照
般

僧
正
様
、
並
び
に
教
区
内
各
山
諸
大
徳
の

ご
随
喜
及
び
成
田
山
本
山
、
大
阪
、
川
越
、

福
井
各
別
院
の
ご
助
法
を
仰
ぎ
、
厳
粛
且

つ
盛
況
裡
に
お
勤
め
で
き
ま
し
た
こ
と
、

誠
に
有
り
難
く
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
れ
ば
当
山
が
昭
和
二
十
八
年

十
一
月
三
日
、
こ
の
犬
山
の
浄
地
に
大
本

山
新
勝
寺
か
ら
ご
本
尊
不
動
明
王
尊
の
ご

分
身
を
勧
請
申
し
上
げ
、
諸
堂
が
建
立
さ

れ
て
よ
り
、
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
本
年

で
七
十
一
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

護
摩
供
の
香
煙
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
、
ご
本

尊
不
動
明
王
尊
の
ご
威
徳
増
々
顕
現
せ
ら

れ
、
誠
に
法
幸
限
り
な
く
存
じ
ま
す
る
こ

と
、
こ
れ
偏
に
ご
信
徒
皆
様
の
ご
信
援
ご

信
助
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
開
創
記
念
大
法
要
の
願
意
の
一

つ
に
、「
災
害
被
災
地
復
旧
復
興
」
と
あ

り
ま
す
。
本
年
は
年
頭
の
能
登
半
島
の
大

地
震
か
ら
始
ま
り
、
猛
暑
と
台
風
、
局
地

的
豪
雨
と
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
多
く
の
悲

し
み
を
生
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
自

然
の
恩
恵
を
い
た
だ
い
て
生
き
つ
つ
も
、

自
然
の
大
き
な
力
に
は
逆
ら
え
な
い
、
人

の
世
の
は
か
な
さ
を
感
じ
た
一
年
だ
っ
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。
当
山
と
致
し
ま
し
て

は
被
災
地
支
援
の
募
金
活
動
は
も
と
よ

り
、
詰
合
員
一
同
不
動
明
王
尊
に
仕
え
る

も
の
と
し
て
、
今
後
共
、
世
の
助
け
と
な

る
よ
う
社
会
奉
仕
と
地
域
活
性
化
及
び
発

展
に
寄
与
す
る
活
動
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
し
て
の
役
割
を
真
摯
に
担
っ
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

重
ね
て
、
わ
た
く
し
自
身
、
昨
年
十
二

月
を
以
っ
て
新
た
に
名
古
屋
別
院
第
五
代

主
監
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
の
を
期
に
、
今

日
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
常
に
新
し
い
こ
と
に
対
し
て
も
柔
軟

に
学
び
続
け
、
時
代
に
即
し
た
当
山
の
在

り
方
を
希
求
し
、
別
院
の
興
隆
と
社
会
貢

献
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
改
め
ま
し

て
今
後
共
、
皆
々
様
の
更
な
る
ご
理
解
ご

信
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
至
心
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
開
創
七
十
一
周
年
記
念
大
祭
を

無
魔
成
満
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
諸
事
何
か

と
不
行
届
き
の
点
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、不
動
明
王
尊
の
ご
加
護
の
も
と
、

ご
信
徒
各
位
の
一
層
の
ご
繁
栄
並
び
に
無

事
息
災
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
御
礼
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。　
　
　

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺
主
監

謝

辞
小
豆
畑
照
観

成
田
山
索
の
会
副
会
長
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開創 71 周年記念大祭
11 月２日～３日 スナップ・フォト

記
念
大
法
要
後
の
集
合
写
真

本堂を埋め尽くすご信徒

弘法大師報恩法要

大導師・職衆

献華式

記念大法要

受付に訪れるご信徒
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十
一
月
九
日
、「
第
六
十
一
回

成
田
山
学
童
席
上
揮
毫
大
会
」
の

表
彰
式
が
信
徒
会
館
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
大
藪
法
教
部
長
の
挨

拶
、
審
査
を
担
当
さ
れ
た
津
田
秋

月
先
生
の
講
評
の
後
、
成
田
山
明

王
賞
を
受
賞
さ
れ
た
吉
永
尚
真
さ

ん
【
写
真
】
は
じ
め
、
特
別
賞
受

賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

十
月
十
七
日
、
十
八
日
、
犬
山

市
立
犬
山
中
学
校
二
年
生
の
生
徒

三
名
が
当
山
を
訪
れ
、「
職
業
体

験
」
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
お
護
摩
を
参
拝
し
、
ま

た
抹
茶
接
待
、
写
経
、
境
内
清
掃
、

仏
器
磨
き
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
実
社
会
で
の
礼
儀
作
法
を
学

び
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
日
、
恵
那
市

土
々
ヶ
根
町
内
の
恵
那
自
動
車
検

査
場
に
て
、
地
元
自
動
車
業
界
関

係
者
が
参
列
さ
れ
、
土
々
ヶ
根
不

動
尊
秋
季
大
祭
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。

星
ま
つ
り
の
ご
案
内

　
毎
年
、
人
に
は
そ
の
人
の
歳
に
相
当
す
る
星
が

巡
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
星
ま
つ
り
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
が
相
当
す
る
当
年
星
を
ま
つ
り
、
そ
の
歳
の
災

い
を
除
き
幸
せ
を
増
長
す
る
大
事
な
儀
式
で
あ
り

ま
す
。
成
田
山
で
は
ご
本
尊
不
動
明
王
の
ご
宝
前

に
お
き
ま
し
て
、
真
言
密
教
の
秘
法
に
よ
り
除
災

招
福
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
札
は
二
月
三
日
よ
り
七
日
間
ご
祈
祷
を
厳
修

し
た
後
、
お
申
込
み
さ
れ
た
方
に
発
送
い
た
し
ま

す
。

◆
ご
祈
祷
料

　
　

小
札　

一
千
円
以
上

　
　

中
札　

二
千
円
以
上

　
　

大
札　

三
千
円
以
上

◆
お
申
込
み
方
法

境
内
各
受
付
所
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い
。
星
ま
つ
り
は

一
年
中
い
つ
で
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
７
年
乙
巳
歳
の
運
勢
（
か
ぞ
え
歳
）

小
札

学
童
席
上
揮
毫
大
会
表
彰
式
開
催

第61回

土
々
ヶ
根
不
動
尊

秋
季
大
祭

恵那市

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

祈
願
祭
並
び
に
物
故
者
慰
霊
法
要

職
業
体
験

犬
山
中
学
校

　

十
一
月
一
日
、
セ
イ
ノ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
本
社

＝
岐
阜
県
大
垣
市
）
に
お
い
て
、

創
立
七
十
八
周
年
祈
願
祭
並
び
に

同
社
グ
ル
ー
プ
の
物
故
者
慰
霊
法

要
が
、
小
豆
畑
主
監
お
導
師
の
も

と
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
同
社
社
長
田
口
義
隆
様

は
じ
め
各
グ
ル
ー
プ
社
長
、
並
び

に
代
表
社
員
が
参
列
さ
れ
、
午
前

八
時
五
十
八
分
よ
り
祈
願
祭
を
厳

修
、
終
了
後
、
物
故
者
慰
霊
法
要

が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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当
山
で
は
、
毎
年
元
日
よ
り
『
新
春
特
別
大
護
摩

供
』
お
護
摩
ご
祈
祷
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

　
お
不
動
さ
ま
の
ご
分
身
ご
分
霊
で
あ
る
お
護
摩
札

を
加
持
し
、
新
年
が
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
素
晴
し

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
信
徒
皆
様
に
は
、
新
年
の
ご
祈
祷
を
お
受
け
い

た
だ
き
、
気
持
ち
を
新
た
に
一
年
を
始
め
ら
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
各
受
付
所
に
お
い
て
新
春
ご
祈
祷
の

予
約
申
し
込
み
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
年
始
は
各

受
付
所
が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
年
内
お
早

め
の
予
約
申
し
込
み
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

新
春
ご
祈
祷

事
前
申
込
み
ご
案
内

2025 年
令
和
七
年 

お
護
摩
祈
祷
の
願
意

家
内
安
全

商
賣
繁
昌

交
通
安
全

開
運
成
就

心
願
成
就

事
業
繁
栄

災
難
消
除

工
事
安
全

工
場
安
全

旅
行
安
全

学
業
成
就

身
心
健
全

海
上
安
全

身
体
健
全

息
災
延
命

当
病
平
愈

必　
　

勝

安　
　

産

　
　
　

他

一
金
　
一
万
円
以
上

一
金
　
五
千
円
以
上

一
金
　
三
万
円
以
上

一
金
　
三
千
五
百
円
以
上

（
大
護
摩
ご
祈
祷
料
三
万
円
以
上
は

本
堂
前
に
芳
名
を
掲
示
い
た
し
ま
す
）

一
金
　
五
万
円
以
上

お
護
摩
札

一
金
　
五
千
円
以
上

一
金
　
一
万
円
以
上

一
金
　
三
千
五
百
円
以
上

（
一
万
円
以
上
は
芳
名
を

　
祈
祷
殿
内
に
掲
示
し
ま
す
）

交
通
安
全
自
動
車
祈
祷
札

お
札
郵
送
の
ご
案
内

　

諸
般
の
都
合
に
よ
り
参
拝
で
き
な

い
ご
信
徒
皆
様
に
、
お
護
摩
札
を
郵

送
に
て
授
与
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
お
電
話
に
て
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
金

　

二
千
五
百
円
以
上

― 

交
通
安
全
自
転
車
御
守
札 

―

新
春

祈
願

新
春
祈
願

新
春
祈
願

新
春
祈
願

新
春
祈
願

す
べ
て
の
御
札
に
朱
書
き
で

「
新
春
祈
願
」
が
入
り
ま
す
。
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十
一
月
三
日
、
開
創
七
十
一
周

年
記
念
大
祭
が
奉
修
さ
れ
ま
し

た
。
索
の
会
会
員
が
開
創
七
十
一

周
年
を
祝
し
ま
し
た
。
会
員
各
位

に
は
、
事
務
局
よ
り
ご
祈
念
札
を

お
授
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

岐
北
月
参
講
支
部
で
は
、
十
月

一
日
物
故
者
慰
霊
法
要
参
拝
を
兼

ね
た
支
部
総
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
支
部
結
成
以
来
の
物
故
者
を

供
養
し
た
後
、
本
堂
に
て
お
護
摩

ご
祈
祷
後
、
信
徒
会
館
に
て
支
部

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
会
計
報
告
・
活
動
報

告
、
支
部
員
増
強
な
ど
話
し
合
い

が
も
た
れ
ま
し
た
。　
　

菱
木
記

　

十
月
三
日
、
丹
羽
支
部
（
支
部

長
＝
社
本
宮
明
氏
）
の
支
部
総
参

拝
並
び
に
総
会
を
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
は
、
成
田
山
榑
谷
僧
正

に
よ
る
法
話
を
拝
聴
後
、
大
護
摩

供
を
参
拝
し
、
所
願
成
就
を
祈
願

さ
れ
ま
し
た
。大
護
摩
供
終
了
後
、

本
堂
内
に
て
総
会
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
今
枝
事
務

長
の
司
会
の
も
と
、
丹
羽
支
部
員

物
故
者
に
対
し
、黙
祷
を
捧
げ「
私

た
ち
の
誓
い
」の
唱
和
を
し
た
後
、

小
豆
畑
主
監
の
挨
拶
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。社
本
支
部
長
挨
拶
後
、

事
務
局
か
ら
は
、
令
和
五
年
度
事

業
報
告
・
令
和
六
年
度
事
業
報
告

を
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
尻
記

ー

丹

羽

支

部
ー

　

十
月
二
十
六
日
、
第
三
回
『
貞

奴
マ
ル
シ
ェ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く

の
来
山
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
参
道

沿
い
に
並
ん
だ
御
店
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
、
ま
た
庫
裡
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
、
合
計
十
四
店
舗

が
出
店
さ
れ
、
各
々
お
買
い
物

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。【
写
真
上
】

　

本
堂
で
は
午
前
に
大
護
摩
供

を
厳
修
。
ま
た
境
内
で
は
各
務

原
太
鼓
保
存
会
の
皆
様
に
よ
る

奉
納
太
鼓
【
写
真
左
】
を
午
前

と
午
後
の
二
回
、
ま
た
コ
パ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
鵜
沼
チ
ア
ダ
ン
ス

部
の
お
子
様
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
奉

納
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。【
写
真

右
】

　

一
日
通
し
て
沢
山
の
方
で
賑
わ

い
を
見
せ
た
『
貞
奴
マ
ル
シ
ェ
』

は
と
て
も
好
評
で
、「
ぜ
ひ
来
年

も
」
と
沢
山
の
方
か
ら
お
声
掛
け

を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
企
画
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

◆
銅
板

一
宮
市　
　

今　

枝　
　

清　

子

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

薫　

子

各
務
原
市　

酒　

向　
　

妙　

子

　

〃　
　
　

柏　

木　
　

桂　

子

　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
ス
流
Ｅ
Ｃ
Ｏ

　
　
　
　
　

ス
タ
イ
ル
ど
り

◆
お
供

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

薫　

子

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

岐
阜
市　
　

柴　

田　
　

友
香
利

京
都
市　
　

島　

﨑　
　

央　

美

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

各
務
原
市　

安　

達　
　

重　

厚

貞
照
寺
だ
よ
り

ー
岐
北
月
参
講
支
部
ー

物
故
者
慰
霊
法
要

支
部
総
会
開
催

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

10
月
分

開
創
七
十
一
周
年

　

記
念
大
祭
厳
修

支
部
総
参
拝

支
部
総
会
開
催

十
一
月
の
開
創
記
念
大
祭
に

欠
席
さ
れ
た
索
の
会
会
員
の

方
で
、
ご
祈
念
札
を
ご
希
望

の
方
に
は
、
十
二
月
末
日
ま

で
本
堂
右
側
総
受
付
に
て
授

与
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

貞
奴
忌
の
ご
案
内

◆
諸
芸
上
達
大
護
摩
供

　
　
午
前
十
時
半
よ
り

◆
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
午
前
十
一
時
よ
り

十
二
月
七
日
（
土
）

出
演

金
光
順
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ

　

十
月
二
十
八
日
、
開
創
九
十
一

周
年
記
念
大
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
本
堂
で
は
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
開
創
記
念
大
護
摩
供
を
厳

修
、
参
拝
信
徒
の
所
願
成
就
を
祈

願
し
ま
し
た
。

開
創
九
十
一
周
年
記
念
大
祭
厳
修

『
貞
奴
マ
ル
シ
ェ
』
開
催
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

海
津
市　
　

㈲
み
の
運
輸

彦
根
市　
　

中　

川　
　

佐
千
代

埼
玉
県　
　

田　

中　
　

勝　

見

埼
玉
県　
　

田　

中　
　

惠　

子

美
濃
加
茂
市　

田　

中　
　

源　

紀

　

〃　
　
　

田　

中　
　

佳　

可

岩
倉
市　
　

曽　
　
　
　

瑞　

麒

知
多
郡　
　

榎　

本　
　

舜　

治

　

〃　
　
　

榎　

本　
　

貴　

子

　

〃　
　
　

内
海
鍛
造
㈱

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

小
牧
市　
　

玉　

置　
　

八
代
美

各
務
原
市　

松　

本　
　

光　

子

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

名
古
屋
市　

㈱
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設

　
　
　
　
　

名
古
屋
支
社　

朴
功

名
古
屋
市　

㈱
み
や
び
技
研

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

雅
樹

犬
山
市　
　

浦　

本　
　

藍　

加

岡
崎
市　
　

名
古
屋
鉄
道
㈱

　
　
　
　
　

舞
木
検
査
場
親
睦
会

丹
羽
郡　
　

成
田
山
索
の
会

　
　
　
　
　
　

丹
羽
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

社
本　

宮
明

加
茂
郡　
　

㈱
白
川
園
本
舗

稲
沢
市　
　

㈱
ブ
ラ
ン
チ
テ
ク
ノ

犬
山
市　
　

犬
山
ポ
タ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

〃　
　
　

河　

田　
　

眞
知
子

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

千
葉
県　
　

花
升
商
店

　
　
　
　
　
　
　
　

市
川　

吉
一

春
日
井
市　

伊　

藤　
　

豪　

則

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　

成
田
山
岐
北
月
参
講
講
元
・
成

田
山
索
の
会
常
務
理
事
鈴
木
博
氏

が
十
月
二
十
八
日
、
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
告
別
式
は
十
一
月
一
日
、

岐
阜
葬
祭
岐
阜
中
央
ホ
ー
ル
に
て

営
ま
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
鈴
木
伸

典
氏
。

高
一
　
　
朝
比
奈
洋
克

中
三
　
　
浅
野
　
凜

中
二
　
　
土
師
　
澪
南

【
評
】
運
筆
よ
く
伸
び
伸
び
書
け

ま
し
た
。

【
評
】
配
置
よ
く
丁
寧
に
書
け
ま
し

た
。

【
評
】
丁
寧
な
運
筆
で
書
け
ま
し

た
。

紙
上
書
道
展

十
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

十
月
の
登
山
講
社

十
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

十　

月

12 月の成田山行事

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

◆ご縁日　1日、15 日、28 日
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆納め大師　21 日　大師堂
◆写経会　28 日　信徒会館 3階
◆納め不動　28 日　本堂
◆除夜の鐘　31 日　鐘楼堂

お
く
や
み

鈴
木
　
博
氏

奉
納
御
礼

「
編
集
室
よ
り
」
は
紙
面
の

都
合
上
、休
載
い
た
し
ま
す
。

自
動
車
祈
祷
殿
前
看
板

　
　
　
　
　
　
　
一
式

株
式
会
社
第
一
名
誠
様

（
名
古
屋
市
）

　当山では年４回の「交通安全週間」
の主旨に賛同し、この期間中に交通
安全ご祈祷を受けられた方に「交通
安全之証」を授
与して、より一
層の交通安全の
ご加護を得られ
ますよう心より
お祈り申し上げ
ております。

冬の交通安全週間

特別ご祈祷のご案内

期間　12 月 1 日～ 10 日
車への乗り降りに広いスペースを必
要とする高齢者、障がい者、妊産婦
等のための優先駐車スペースを自動
車祈祷殿前、本堂裏に設けました。
どうぞご利用下さい。

のご案内
思いやり駐車スペース

夜
間
境
内
閉
鎖

　
　

の
お
知
ら
せ

防
犯
及
び
安
心
安
全
確
保
の

為
、
夕
方
６
時
か
ら
翌
朝
６

時
ま
で
、
施
錠
を
以
て
境
内

地
を
完
全
封
鎖
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


